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１．事業の概要

１）流域の概要・現状

木曽川の流域概要

位置図

三重県

愛知県

岐阜県

静岡県

福井県
長野県

木曽川は幹川流路延長229㎞、流域面積5,275㎞2の我が国有数の大河川。
流域市町村には、約235万人（20市13町4村）の人々が生活しており、この地域の産業・経済・社会・
文化の発展の基盤を築いてきた。

名古屋

※２出典：平成２７年国勢調査（総務省）

流域面積 5,725 ㎢

幹川流路延長 約 229 ㎞

流域市町村数 20 市 12 町 4 村

流域市町村人口 約 58 万人

5,275

丸山ダム（昭和31年3月完成）

20 市 13 町 4 村

約 235 万人

木曽川流域図

流域市町村人口

流域市町村数
※1

※1,2

※１流域市町村
（長野県） 上松町、南木曾町、木曽町、木祖村、王滝村、大桑村
（岐阜県） 高山市、中津川市、瑞浪市、恵那市、美濃加茂市、 可児市、郡上市、

下呂市、坂祝町、川辺町、七宗町、八百津町、白川町、東白川村、御嵩町、
関市、各務原市、岐阜市、岐南町、羽島市、海津市、笠松町

（愛知県） 犬山市、江南市、扶桑町、一宮市、稲沢市、愛西市、弥富市
（三重県） 桑名市、木曽岬町 1



１．事業の概要

１）流域の概要・現状

◆流域周辺の主要交通網

新丸山ダム

東海環状自動車道
西回りルート（事業中）

中央新幹線
工事計画ルート

※河川整備計画の目標規模の大雨が降ったことにより想定される現行浸水想定区域

146 151 154 157 160 162 166 166 

389,210

431,589
462,297

498,935

534,142

569,044

604,654
628,235

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27

人口［万人］ 世帯数［世帯］
◆氾濫原内市町村の人口推移

木曽川流域内は、名神高速道路等の高速道路、JR東海道新幹線等、国土の基幹をなす交通の要衝と
なっている。
氾濫原内市町村の人口は近年大きな変化はなく、東海環状自動車道、リニア中央新幹線等の整備によ
り、地域開発や市街化が進むことが予想される。

出典）国勢調査（総務省統計局HP）より

【岐阜県】…美濃加茂市、岐阜市、各務原市、可児市、羽島市、坂祝町、

岐南町、笠松町

【愛知県】…江南市、一宮市、稲沢市、愛西市、弥富市、津島市、蟹江町、

飛島村

氾濫原内市町村

11市4町1村

み の か も し かかみがはらし か に し さかほぎちょう

ぎなんちょう

ぎ ふ し

かさまつちょう

こう なん し

は しま し

いちのみやし いなざわ し あいさい し や とみ し つ しま し かにえちょう

とびしまむら

※氾濫想定区域：新丸山ダム完成時河道（現行洪水調節施設による想定区域）
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（２）計画内容
○実施箇所（木曽川水系木曽川）：（左岸）岐阜県可児郡御嵩町 （右岸）岐阜県加茂郡八百津町

○計画内容
＜洪水調節＞
戦後最大の昭和58年9月洪水と同規模の洪水に対して、基準地点犬山において約3,200m3/sの流量を低減
させる。

＜流水の正常な機能の維持＞
1,500万m3の容量を用いて既得用水の取水の安定化及び河川環境の保全等のための流水を確保する。

＜発電＞
既設の丸山発電所及び新丸山発電所において発電を行う。

２）事業の目的及び計画内容

貯水池容量配分図

（１）事業の目的
■既設丸山ダムの再開発により、洪水調節機能の増加させ、木曽川中下流部の洪水氾濫から人々の暮らしを
守ると共に流水の正常な機能の維持及び発電を行う。

新丸山ダム完成前後のダムの諸元

丸山ダム 新丸山ダム 差分

形式
重力式

コンクリートダム
重力式

コンクリートダム
－

堤高 98.2 m 118.4 m 20.2 m

堤頂長 260.0m 304.6m 118.0m

流域面積 2,409 km2 2,409 km2 －

湛水面積 2.63 km2 3.68 km2 1.05 km2

総貯水容量 7,952 万m3 13,135 万m3 5,183 万m3

有効貯水容量 3,839万m3 9,022万m3 5,183万m3

※不特定容量・・・河川における流れの正常な機能を維持するために必要な容量

ダム天端 ＥＬ.190.0m

発電容量
1,822万㎥

堆砂容量 780万㎥

ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位 EL.188.3m

常時満水位
EL.179.8m

最低水位
ＥＬ.170.8m

洪水調節容量
2,017万㎥

既設丸山ダム 新丸山ダム

嵩上げ高
20.2m

堆砂面
ＥＬ.144.0m

死水容量

3,333万㎥

堤高
118.4m

ダム天端 ＥＬ210.2m

ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位 ＥＬ205.3m

常時満水位
EL.186.3m

ＥＬ.179.8m

予備放流方式

最低水位
ＥＬ.170.8m

（5700万m3＋1500万m3）

洪水調節容量
7,200万㎥

堆砂容量
4,113万㎥

不特定容量
1,500万㎥

発電容量
1,822万㎥
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３）事業の経緯

4

昭和55年 4月 実施計画調査着手

昭和61年 4月 建設事業着手

平成 2年 5月 特定多目的ダム法の基本計画告示（事業費（約1,800億円）,工期（平成14年度））

平成 4年 3月 用地補償基準妥結

平成 4年 8月 水没用地買収着手

平成 8年 3月 国道４１８号付替道路工事着手

平成14年 3月 水没等家屋移転補償契約（全４９戸）完了

平成17年 6月 基本計画変更告示（工期変更（平成28年度））

平成19年 11月 木曽川水系河川整備基本方針策定

平成20年 3月 木曽川水系河川整備計画策定

平成21年 12月 検証の対象とするダム事業に選定

平成22年 3月 国道４１８号付替道路 八百津～潮南区間の供用開始

平成22年 12月
「新丸山ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討の場」を設立（H22.12.22）

（平成22年12月22日から平成25年4月19日まで5回の「幹事会」と2回の「検討の場」を開催）

平成25年 7月 国土交通大臣による対応方針[継続]の決定（H25.7.31）

平成25年 11月 付替県道井尻八百津線工事着手

平成27年 1月 木曽川水系河川整備計画（変更）を公表

平成27年 2月 国道４１８号付替道路（潮南以東区間）工事着手

平成27年 7月 基本計画変更告示（工期変更（平成41年度）事業費変更（約2,000億円））

平成28年 9月 転流工工事着手

平成29年 10月 付替県道井尻八百津線供用開始

平成31年 1月 転流工トンネル部貫通

令和 2年 1月 丸山ダム管理所移転



・測量・地質調査
・材料試験
・模型実験 等

環境調査、水文・水質調査

４）全体工程

実

施

計

画

調

査

段
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： 現在実施中箇所

建

設

段

階

試

験

湛

水

完
成

（
R
1
1
年
度
予
定
）

調査・設計

ダム本体関連工事

付替道路、用地補償

ダム本体工事

付替道路調査・設計

水 没 地 用 地 の 補 償

付替道路工事

基
礎
掘
削

基礎処理

堤体コンク
リート

放流設備

管
理
用
設
備

仮設備
（骨材製造プラント）

原石山
（骨材採取）

基礎データ収集 実施設計

・転流工
・ダム本体
・放流設備 等

付替道路用地の補償

5家 屋 の 移 転 補 償

： 完了箇所

転流工

（仮排水トンネル）

工事用道路設置
（原石山線等）



４）全体工程

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029
（H30） （R1） （R2） （R3） （R4） （R5） （R6） （R7） （R8） （R9） （R10） （R11）

試験湛水

年度

本体打設

本体掘削

転流工

補償

付替道路

○事業工程

※工程は、現時点の予定であり、今後の状況等により変更となる場合がある

※実施年度予算ベースに対しての着色
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５）事業の進捗状況

○予算執行状況

・総事業費 約２，０００億円

・R １年度 約９２．３億円

・R ２年度 約１２５．１億円

・R １年度迄 約９７１億円

（進捗率 約４９％）

事業進捗率

（約2,000億円）
49%

（令和2年3月末時点）

ダム本体及
び関連工事

工事用道路
（20.1km）

補償基準

用地取得

（118ha）

家屋移転
（49戸） 100%（49戸）

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設

試験湛水

付替道路
（15.5km）

70.3%（10.9km）

H4.3.27 新丸山ダム損失補償基準妥結 （地権者との用地補償等に係る基準は全て妥結）

90.0%（18.1km）

基礎掘削

99%（117ha）

転流工

本体関連付替工事用地取得 事業費
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ｺﾝｸﾘｰﾄ打設基礎掘削
左岸部

河床部

左岸部

河床部



５）事業の進捗状況参考資料

8

新丸山ダム本体の施工をより安全に施工するため左岸活用案を採用

堤内バイパス案（従来工法） 左岸活用案（新工法）

施工イメージ

洪水処理 まずは、転流工から洪水流を流下させ、それでも対応で
きない場合は堤内バイパスにて洪水処理を行う。

まずは、転流工から洪水流を流下させ、それでも対応でき
ない場合は先行して施工した新丸山ダムの左岸部を利用
し洪水処理を行う。

安全性 河床部の施工においては常に洪水をうける危険性が高
い

河床部の施工においては左岸部で洪水処理を行うため洪
水をうける危険性が低い

その他 洪水処理のための転流工を先行して施工する必要があ
る。

左岸部の施工を実施するにあたっては河床部の工事を実
施しないため転流工が完成していなくとも施工が可能。

総合評価
○ ◎

河床部

堤内バイパス 左岸部



２．令和元年度予算

１）実施内容
○令和元年度予算額 単位：百万円

工事費 約 1,933.0 約 2,291.6 （ 358.6 ）

①施設維持等 工事用道路等の施設の維持・補修 約 36.0 約 28.1 （ -7.9 ） 【その他減】 落札差金及び実施数量の精査による
減

②転流工関係 転流工工事 約 1,090.0 約 1,289.6 （ 199.6 ） 【純増】 仮設工法の変更による増

③ダム本体付属関係 原石山線、工事用道路整備 約 315.0 約 581.5 （ 266.5 ） 【前倒し増】 施工工程の精査による増

④管理設備関係 管理所に係る電気通信工事 約 449.0 約 344.8 （ -104.2 ） 【先送り減】 施工工程の精査による減

⑤その他 工事監督支援等 約 43.0 約 47.6 （ 4.6 ） 【その他増】 実施数量の精査による増

測量設計費 約 2,193.9 約 2,712.8 （ 518.9 ）

①継続調査 水理水文調査、環境調査 約 37.0 約 33.6 （ -3.4 ） 【その他減】 落札差金及び実施数量の精査による
減

②ダム本体関係 堤体設計、水理模型実験、地すべり調査
等

約 1,450.0 約 1,863.2 （ 413.2 ） 【純増】
【前倒し増】

地質調査箇所の増
地すべり調査の前倒しによる増

③付替道路関係 付替道路設計等 約 327.0 約 442.7 （ 115.7 ） 【純増】 設計の見直し及び地質調査箇所の増

④用地調査関係 用地調査等 約 164.0 約 113.5 （ -50.5 ） 【先送り減】 地権者との説明時期の調整による減

⑤その他 発注者支援等 約 215.9 約 259.8 （ 43.9 ） 【その他増】 実施数量の精査による増

用地費及び補償費 約 4,224.0 約 3,748.4 （ -475.6 ）

①用地補償関係 関西電力（株）等の特殊補償、用地補償 約 3,594.0 約 3,039.3 （ -554.7 ） 【先送り減】 補償額支払い時期調整による減

②付替道路工事関係 国道418号、大西瑞浪線の付替道路工事 約 630.0 約 709.1 （ 79.1 ） 【前倒し増】 事業進捗の前倒しによる増

船舶及び機械器具費 約 49.0 約 48.0 （ -1.0 ）

①電気通信施設保守点検等電気通信保守点検等 約 49.0 約 48.0 （ -1.0 ） 【その他減】 落札差金及び実施数量の精査による
減

事業車両費 約 4.8 約 3.9 （ -0.9 ）

①車両管理関係 車両管理・点検等 約 4.8 約 3.9 （ -0.9 ） 【その他減】 落札差金及び実施数量の精査による
減

予算額

※工事諸費等除く

約 8,404.7 約 8,804.7 （ 400.0 ） 補正予算4億円追加

当初 変更 主な変更要因
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新丸山ダム (H30)

		新丸山ダム シン マルヤマ																										単位：百万円 タンイ ヒャクマン エン



										当初 トウショ						変更 ヘンコウ										主な変更要因 オモ ヘンコウ ヨウイン

				工事費						約 ヤク		1,933.0				約 ヤク		2,291.6		（		358.6		）

						①施設維持等		工事用道路等の施設の維持・補修		約 ヤク		36.0				約 ヤク		28.1		（		-7.9		）		【その他減】 タ ゲン		落札差金及び実施数量の精査による減 ラクサツ サキン オヨ ジッシ スウリョウ セイサ ゲン		館内維持、借地、電柱供架、施設点検 カンナイ イジ シャクチ デンチュウ トモ カ シセツ テンケン

						②転流工関係		転流工工事		約 ヤク		1,090.0				約 ヤク		1,289.6		（		199.6		）		【純増】 ジュンゾウ		仮設工法の変更による増 カセツコウ ホウ ヘンコウ ゾウ		転流工、重金、整備工事 テンリュウ コウ ジュウ キン セイビ コウジ

						③ダム本体付属関係		原石山線、工事用道路整備		約 ヤク		315.0				約 ヤク		581.5		（		266.5		）		【前倒し増】 マエダオ ゾウ		施工工程の精査による増 セコウ コウテイ セイサ ゾウ		418号、口杣沢 ゴウ クチ ソマ サワ

						④管理設備関係		管理所に係る電気通信工事		約 ヤク		449.0				約 ヤク		344.8		（		-104.2		）		【先送り減】 サキオク ゲン		施工工程の精査による減 セコウ コウテイ セイサ ゲン		庁舎建設、受変電 チョウシャ ケンセツ ジュヘンデン

						⑤その他		工事監督支援等		約 ヤク		43.0				約 ヤク		47.6		（		4.6		）		【その他増】 タ ゾウ		実施数量の精査による増 ジッシ スウリョウ セイサ ゾウ		監督支援、共通経費 カントク シエン キョウツウ ケイヒ

				測量設計費						約 ヤク		2,193.9				約 ヤク		2,712.8		（		518.9		）

						①継続調査 ケイゾク チョウサ		水理水文調査、環境調査 スイリ スイモン チョウサ カンキョウ チョウサ		約 ヤク		37.0				約 ヤク		33.6		（		-3.4		）		【その他減】 タ ゲン		落札差金及び実施数量の精査による減 ラクサツ サキン オヨ ジッシ スウリョウ セイサ ゲン		水文、環境 ミズ ブン カンキョウ

						②ダム本体関係 ホンタイ カンケイ		堤体設計、水理模型実験、地すべり調査等 テイタイ セッケイ スイリ モケイ ジッケン ジ チョウサ トウ		約 ヤク		1,450.0				約 ヤク		1,863.2		（		413.2		）		【純増】
【前倒し増】 ジュンゾウ マエダオ ゾウ		地質調査箇所の増
地すべり調査の前倒しによる増 チシツ チョウサ カショ ゾウ ジ チョウサ マエダオ ゾウ		本体設計、地滑り（ただし共通経費除く） ホンタイ セッケイ ジスベ キョウツウ ケイヒ ノゾ

						③付替道路関係 ツ カ ドウロ カンケイ		付替道路設計等 ツ カ ドウロ セッケイ トウ		約 ヤク		327.0				約 ヤク		442.7		（		115.7		）		【純増】 ジュン		設計の見直し及び地質調査箇所の増 セッケイ ミナオ オヨ チシツ チョウサ カショ ゾウ		予備・詳細、地質、水文、詳細、地質、幅杭 ヨビ ショウサイ チシツ スイモン ショウサイ チシツ ハバグイ

						④用地調査関係 ヨウチ チョウサ カンケイ		用地調査等 ヨウチ チョウサ トウ		約 ヤク		164.0				約 ヤク		113.5		（		-50.5		）		【先送り減】		地権者との説明時期の調整による減 チケンシャ セツメイ ジキ チョウセイ ゲン		補償調査、登記、用地調査 ホショウ チョウサ トウキ ヨウチ チョウサ

						⑤その他 タ		発注者支援等 ハッチュウシャ シエン トウ		約 ヤク		215.9				約 ヤク		259.8		（		43.9		）		【その他増】 タ ゾウ		実施数量の精査による増 ジッシ スウリョウ セイサ ゾウ		その他＋共通経費 タ キョウツウ ケイヒ

				用地費及び補償費						約 ヤク		4,224.0				約 ヤク		3,748.4		（		-475.6		）

						①用地補償関係 ヨウチ ホショウ カンケイ		関西電力（株）等の特殊補償、用地補償 カンサイ デンリョク カブ トウ トクシュ ホショウ ヨウチ ホショウ		約 ヤク		3,594.0				約 ヤク		3,039.3		（		-554.7		）		【先送り減】 サキオク ゲン		補償額支払い時期調整による減 ホショウ ガク シハラ ジキ チョウセイ ゲン		特殊補償、用地補償 トクシュ ホショウ ヨウチ ホショウ

						②付替道路工事関係 ツ カ ドウロ コウジ カンケイ		国道418号、大西瑞浪線の付替道路工事 コクドウ ゴウ オオニシ ミズナミ セン ツ カ ドウロ コウジ		約 ヤク		630.0				約 ヤク		709.1		（		79.1		）		【前倒し増】 マエダオ ゾウ		事業進捗の前倒しによる増 ジギョウ シンチョク マエダオ ゾウ		下部工事、道路建設工事二本 カブ コウジ ドウロ ケンセツ コウジ 2 ホン

				船舶及び機械器具費						約 ヤク		49.0				約 ヤク		48.0		（		-1.0		）

						①電気通信施設保守点検等 デンキ ツウシン シセツ ホシュ テンケン トウ		電気通信保守点検等 デンキ ツウシン ホシュ テンケン トウ		約 ヤク		49.0				約 ヤク		48.0		（		-1.0		）		【その他減】 タ ゲン		落札差金及び実施数量の精査による減 ラクサツ サキン オヨ ジッシ スウリョウ セイサ ゲン

				事業車両費						約 ヤク		4.8				約 ヤク		3.9		（		-0.9		）

						①車両管理関係 シャリョウ カンリ カンケイ		車両管理・点検等 シャリョウ カンリ テンケン トウ		約 ヤク		4.8				約 ヤク		3.9		（		-0.9		）		【その他減】 タ ゲン		落札差金及び実施数量の精査による減 ラクサツ サキン オヨ ジッシ スウリョウ セイサ ゲン

				予算額 ヨサンガク				※工事諸費等除く コウジ ショヒ トウ ノゾ		約 ヤク		8,404.7				約 ヤク		8,804.7		（		400.0		）		補正予算4億円追加 ホセイ ヨサン オクエン ツイカ
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新丸山ダム (R1)

		新丸山ダム シン マルヤマ																										単位：百万円 タンイ ヒャクマン エン

										H30						R1										主な変更要因 オモ ヘンコウ ヨウイン

				工事費						約 ヤク		3,035.4				約 ヤク		1,933.0		（		-1102.4		）		【減額】

						①施設維持等 シセツ イジ トウ		工事用道路等の施設の維持・補修 コウジヨウ ドウロ トウ シセツ イジ ホシュウ		約 ヤク		32.7				約 ヤク		36.0		（		3.3		）		【増額】 ゾウガク		消費税分を見込み ショウヒゼイ ブン ミコ		館内維持、借地、電柱供架、施設点検、 カンナイ イジ シャクチ デンチュウ トモ カ シセツ テンケン

						②転流工関係 テンリュウ コウ カンケイ		転流工工事 テンリュウ コウ コウジ		約 ヤク		2,862.3				約 ヤク		1,405.0		（		-1457.3		）		【減額】 ゲンガク		継続工事分の進捗状況含め計上。 ケイゾク コウジ ブン シンチョク ジョウキョウ フク ケイジョウ		転流工、残土受入、原石山 テンリュウ コウ ザンド ウ イ ゲンセキ ヤマ

						③管理設備関係 カンリ セツビ カンケイ		管理所に係る電気通信工事 カンリショ カカ デンキ ツウシン コウジ		約 ヤク		119.5				約 ヤク		462.0		（		342.5		）		【増額】 ゾウガク		ダム管理設備の施設及び移転費用 カンリ セツビ シセツ オヨ イテン ヒヨウ		庁舎建設、受変,電力負担金 チョウシャ ケンセツ ウケ ヘン デンリョク フタンキン

						④その他 タ		工事監督支援等 コウジ カントク シエン トウ		約 ヤク		20.9				約 ヤク		30.0		（		9.1		）		【増額】 ゾウガク		工事予定件数等 コウジ ヨテイ ケンスウ ナド		監督支援、共通経費 カントク シエン キョウツウ ケイヒ

				測量設計費						約 ヤク		944.2				約 ヤク		2,193.9		（		1249.7		）		【増額】

						①継続調査 ケイゾク チョウサ		水理水文調査、環境調査 スイリ スイモン チョウサ カンキョウ チョウサ		約 ヤク		29.2				約 ヤク		37.0		（		7.8		）		【増額】 ゾウガク		地すべり調査（水位観測）が増えた ジ チョウサ スイイ カンソク フ		水文、環境 ミズ ブン カンキョウ

						②ダム本体関係 ホンタイ カンケイ		堤体設計等 テイタイ セッケイ トウ		約 ヤク		604.8				約 ヤク		1,450.0		（		845.2		）		【増額】 ゾウガク		本体設計（施工計画。放流設備等）、工事用道路設計、地すべり調査（○ブロック）実施 ホンタイ セッケイ セコウ ケイカク ホウリュウ セツビ ナド コウジヨウ ドウロ セッケイ ジ チョウサ ジッシ		本体設計、地滑り（ただし共通経費除く）、原石山地質 ホンタイ セッケイ ジスベ キョウツウ ケイヒ ノゾ ゲンセキヤマ チシツ

						③付替道路関係 ツ カ ドウロ カンケイ		付替道路設計等 ツ カ ドウロ セッケイ トウ		約 ヤク		126.6				約 ヤク		327.0		（		200.4		）		【増額】 ゾウガク		橋梁設計(長大橋)・地質調査 キョウリョウ セッケイ チョウダイ キョウ チシツ チョウサ		予備・詳細、地質、水文、詳細、地質、幅杭 ヨビ ショウサイ チシツ スイモン ショウサイ チシツ ハバグイ

						④用地調査関係 ヨウチ チョウサ カンケイ		用地調査等 ヨウチ チョウサ トウ		約 ヤク		35.5				約 ヤク		164.0		（		128.5		）		【増額】 ゾウガク		原石山、大西瑞浪線関連用地調査 ゲンセキヤマ オオニシ ミズナミ セン カンレン ヨウチ チョウサ		補償調査、登記、用地調査 ホショウ チョウサ トウキ ヨウチ チョウサ

						⑤その他 タ		発注者支援等 ハッチュウシャ シエン トウ		約 ヤク		148.1				約 ヤク		215.9		（		67.8		）		【増額】 ゾウガク		工事発注関連、ﾀﾞﾑ本体積算 コウジ ハッチュウ カンレン ホンタイ セキサン		その他＋共通経費 タ キョウツウ ケイヒ

				用地費及び補償費						約 ヤク		3,510.5				約 ヤク		4,224.0		（		713.5		）		【増額】

						①用地補償関係 ヨウチ ホショウ カンケイ		関西電力（株）丸山発電所の特殊補償、用地補償、公共補償 カンサイ デンリョク カブ マルヤマ ハツデンショ トクシュ ホショウ ヨウチ ホショウ コウキョウ ホショウ		約 ヤク		3,400.0				約 ヤク		3,594.0		（		194.0		）		【増額】 ゾウガク		丸山特殊、笠置特殊補償開始 マルヤマ トクシュ カサギ トクシュ ホショウ カイシ		特殊補償、用地補償 トクシュ ホショウ ヨウチ ホショウ

						②付替道路工事関係 ツ カ ドウロ コウジ カンケイ		国道418号の付替道路工事 コクドウ ゴウ ツ カ ドウロ コウジ		約 ヤク		110.5				約 ヤク		630.0		（		519.5		）		【増額】 ゾウガク		418号の恵那地区改良着手 ゴウ エナ チク カイリョウ チャクシュ

				船舶及び機械器具費						約 ヤク		45.9				約 ヤク		49.0		（		3.1		）		【増額】

						①電気通信施設保守点検等 デンキ ツウシン シセツ ホシュ テンケン トウ				約 ヤク		45.9				約 ヤク		49.0		（		3.1		）		【増額】 ゾウガク		消費税分を見込み ショウヒゼイ ブン ミコ

				事業車両費						約 ヤク		4.5				約 ヤク		4.8		（		0.3		）		【減額】

						①車両管理関係 シャリョウ カンリ カンケイ		車両管理・点検等 シャリョウ カンリ テンケン トウ		約 ヤク		4.5				約 ヤク		4.8		（		0.3		）		【増額】 ゾウガク		前年度同様 ゼンネンド ドウヨウ

				予算額 ヨサンガク				※工事諸費等除く コウジ ショヒ トウ ノゾ		約 ヤク		7,540.5				約 ヤク		8,404.7		（		864.2		）
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２）事業実施箇所
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付替延長15,420m

八百津～潮南
L=9,100m
3種3級　設計速度50km/h

潮南～烏帽子
L=6,320m
3種3級　設計速度40･30km/h

アロケについて
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				ダム側(国) ガワクニ		道路側(県) ドウロガワケン

		土工区間 ドコウクカン		6.25/10		3.75/10

		1号橋 ゴウハシ		7.67/10		2.33/10

		2号橋 ゴウハシ		8.8/10		1.2/10

		3号橋 ゴウハシ		8.94/10		1.06/10

		1号トンネル ゴウ		7.93/10		2.07/10

		4号橋 ゴウハシ		8.02/10		1.98/10

		5号橋（新旅足橋) ゴウハシシンタビアシバシ		9.03/10		0.97/10

		2号トンネル ゴウ		7.88/10		2.12/10

				凡　例 ボンレイ

						H30迄実施 マデジッシ

						R1施工箇所 セコウカショ

						R2以降実施 イコウジッシ

						付け替え対象道路 ツカタイショウドウロ
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ダム側(国)道路側(県)


土工区間6.25/103.75/10


1号橋7.67/102.33/10


2号橋8.8/101.2/10


3号橋8.94/101.06/10


1号トンネル7.93/102.07/10


4号橋8.02/101.98/10


5号橋（新旅足橋)9.03/100.97/10


2号トンネル7.88/102.12/10






３）個別説明

（１）転流工関係 工事費 ダム本体施工時に施工現場を浸水させないため流水を迂回させる転流工をＨ２８年度から整備中。
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H30迄実施

R1実施

R2以降実施

凡　　例

呑口部の止水の絵

▽常時満水位
179.8m

▼呑口
標高

165.4m

当初（百万円） 変更（百万円） 主な変更内容

約1090.0
約1289.6 （約199.6増）

【純増】
呑口部掘削検討のため仮締切構造を変更したことによる増額。
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						凡　　例 ボンレイ

								H30迄実施 マデジッシ

								R1実施 ジッシ

								R2以降実施 イコウジッシ







ｹｰｽ１３）個別説明
（２）ダム本体関係 測量設計費
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SR-1
SL-1

NL-3

SL-2

NR-2

SL-4

SR-5
SR-6

NR-3

DR-7

H30迄完了

R1実施

R2以降実施

凡　　例

丸山ダム

原石山地質調査

新丸山ダム

新丸山ダム

・施工計画

・CIM作成

・模型実験等

H30迄実施

色分け凡例

R1実施

R2以降実施

R1年度迄実施

例
ボーリングを追加

当初（百万円） 変更（百万円） 主な変更内容

約1450.0
約1863.2 （約413.2増）
【純増】【前倒し増】

・地すべり調査においては現地のボーリング結果により、追加ボーリングが必
要となるとともに、また想定よりすべり面が深い位置にありボーリング延伸が
必要になったことによる増額。
・転流工呑口部の岩質を確認した結果、当初計画時の工法では対応困難となっ
たため、掘削方法の検討及び流入部の水理模型実験を追加。

当初ボーリング位置

追加ボーリング位置

原石山横坑（R1施工）

原石山横坑（既設）

原石山掘削範囲線

記号凡例

原石山地質

SR-5

1

SR-1

SR-4
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						凡　　例 ボンレイ

								H30迄完了 マデカンリョウ

								R1実施 ジッシ

								R2以降実施 イコウジッシ
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						凡　　例 ボンレイ

								H30迄完了 マデカンリョウ

								R1実施 ジッシ

								R2以降実施 イコウジッシ
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						凡　　例 ボンレイ

								H30迄完了 マデカンリョウ

								R1実施 ジッシ

								R2以降実施 イコウジッシ
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						凡　　例 ボンレイ

								H30迄完了 マデカンリョウ

								R1実施 ジッシ

								R2以降実施 イコウジッシ
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						凡　　例 ボンレイ

								H30迄完了 マデカンリョウ

								R1実施 ジッシ

								R2以降実施 イコウジッシ
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						凡　　例 ボンレイ

								H30迄完了 マデカンリョウ

								R1実施 ジッシ

								R2以降実施 イコウジッシ







潮南

飯地

工事用道路

付替県道大西瑞浪線

付 替 国 道 ４ １ ８ 号

供用区間 L=9,200m 未供用区間 L=3,547m

八百津町

恵那市

付 替 国 道 ４ １ ８ 号

十日神楽

詳細設計・
地質調査

３）個別説明

（３）付替道路関係 測量設計費

当初（百万円） 変更（百万円） 主な変更内容

測量設計費 約327.0
約442.7 （約115.7増）

【純増】

・国道418号7号橋の設計のため地質調査を行った結果、橋脚位置が
変更となり追加ボーリングを行ったため増。
・新五月橋の橋台部で軟弱地盤が発見されたため橋梁設計等を見直
しによる地質調査及び橋梁設計による増。

H30迄実施

R1実施

R2以降実施

凡　　例

・
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国道418号7号橋A1側 国道418号7号橋A２側

凡例

詳細設計計画

予備設計計画

※橋梁名については仮称

詳細設計・
地質調査
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						凡　　例 ボンレイ

								H30迄実施 マデジッシ

								R1実施 ジッシ

								R2以降実施 イコウジッシ







丸山ダム

丸山発電所

笠置発電所

３）個別説明

丸山発電所補償工事イメージ
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当初（百万円） 変更（百万円） 主な変更内容

用地費及び
補償費

約3594.0
約3039.3 （約554.7減）

【先送り減】
関西電力特殊補償の一部について、補償時期を調整し次年度の支払
いとしたことによる減額。

（４） 用地補償関係 用地費及び補償費



３．令和２年度予算

１）実施内容
○令和２年度予算額 単位：百万円

工事費 約 2,291.6 約 4,966.6

①施設維持等 工事用道路等の施設の維持・補修 約 28.1 約 35.7

②転流工関係 転流工工事 約 1,289.6 約 2,100.0

③ダム本体関係 ダム本体工事 約 0.0 約 1,950.0

④ダム本体付属関係 原石山線、工事用道路整備 約 581.5 約 475.0

⑤管理設備関係 旧管理所撤去、受電設備設置等 約 344.8 約 355.0

⑥その他 工事監督支援等 約 47.6 約 50.9

測量設計費 約 2,712.8 約 1,509.1

①継続調査 水理水文調査、環境調査 約 33.6 約 104.0

②ダム本体関係 堤体設計、水理模型試験、地すべり調査
等

約 1,863.2 約 710.0

③付替道路関係 付替道路設計等 約 442.7 約 60.0

④用地調査関係 用地調査等 約 113.5 約 136.0

⑤その他 発注者支援等 約 259.8 約 499.1

用地費及び補償費 約 3,748.4 約 5,500.0

①用地補償関係 関西電力（株）等の特殊補償、用地補償 約 3,039.3 約 4,336.0

②付替道路工事関係 国道418号、大西瑞浪線の付替道路工事 約 709.1 約 1,164.0

船舶及び機械器具費 約 48.0 約 57.7

①電気通信施設保守点検等 電気通信保守点検等 約 48.0 約 57.7

事業車両費 約 3.9 約 4.6

①車両管理関係 車両管理・点検等 約 3.9 約 4.6

予算額 

※工事諸費等除く

約 8,804.7 約 12,037.9

R2
当初

予算費目及び主な実施内容
(参考値）
R1変更
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新丸山ダム 

																																		単位：百万円 タンイ ヒャクマン エン																、

																単位：百万円 タンイ ヒャクマン エン

				予算費目及び主な実施内容 ヨサン ヒモク オヨ オモ ジッシ ナイヨウ						(参考値）
R1変更 ヘンコウ						R2
当初 トウショ						変更 ヘンコウ										主な変更要因 オモ ヘンコウ ヨウイン

				工事費 						約 ヤク		2,291.6				約 ヤク		4,966.6				約 ヤク		0.0		（		-4966.6		）

						①施設維持等 シセツ イジ トウ		工事用道路等の施設の維持・補修 コウジヨウ ドウロ トウ シセツ イジ ホシュウ		約 ヤク		28.1				約 ヤク		35.7				約 ヤク				（		-35.7		）						施設維持 シセツ イジ

						②転流工関係 テンリュウ コウ カンケイ		転流工工事 テンリュウ コウ コウジ		約 ヤク		1,289.6				約 ヤク		2,100.0				約 ヤク				（		-2100.0		）						転流工 テンリュウ コウ

						③ダム本体関係		ダム本体工事 ホンタイ コウジ		約 ヤク		0.0				約 ヤク		1,950.0

						④ダム本体付属関係		原石山線、工事用道路整備 ゲンセキ ヤマ セン コウジヨウ ドウロ セイビ		約 ヤク		581.5				約 ヤク		475.0				約 ヤク				（		-475.0		）						ゲート

						⑤管理設備関係 カンリ セツビ カンケイ		旧管理所撤去、受電設備設置等 キュウカンリ ジョ テッキョ ジュデン セツビ セッチ トウ		約 ヤク		344.8				約 ヤク		355.0				約 ヤク				（		-355.0		）						車庫、ダムコン シャコ

						⑥その他 タ		工事監督支援等 コウジ カントク シエン トウ		約 ヤク		47.6				約 ヤク		50.9				約 ヤク				（		-50.9		）						監督支援、共通経費、設備負担金 カントク シエン キョウツウ ケイヒ セツビ フタンキン

				測量設計費 						約 ヤク		2,712.8				約 ヤク		1,509.1				約 ヤク		0.0		（		-1509.1		）

						①継続調査 ケイゾク チョウサ		水理水文調査、環境調査 スイリ スイモン チョウサ カンキョウ チョウサ		約 ヤク		33.6				約 ヤク		104.0				約 ヤク				（		-104.0		）						水文、環境 ミズ ブン カンキョウ

						②ダム本体関係 ホンタイ カンケイ		堤体設計、水理模型試験、地すべり調査等 テイタイ セッケイ スイリ モケイ シケン ジ チョウサ トウ		約 ヤク		1,863.2				約 ヤク		710.0				約 ヤク				（		-710.0		）						施工計画、模型、放流、CIM、地質調査（地滑り、原石山）、残土計画、網場 セコウ ケイカク モケイ ホウリュウ チシツ チョウサ ジスベ ゲンセキ ヤマ ザンド ケイカク アミ バ

						③付替道路関係 ツ カ ドウロ カンケイ		付替道路設計等 ツ カ ドウロ セッケイ トウ		約 ヤク		442.7				約 ヤク		60.0				約 ヤク				（		-60.0		）						橋梁詳細（7号、五月、右岸工事）、地質調査（五月、右岸工事） キョウリョウ ショウサイ ゴウ 5 ガツ ウガン コウジ チシツ チョウサ 5 ガツ ウガン コウジ

						④用地調査関係 ヨウチ チョウサ カンケイ		用地調査等 ヨウチ チョウサ トウ		約 ヤク		113.5				約 ヤク		136.0				約 ヤク				（		-136.0		）						用地調査（原石山、小和沢）、補償説明、用地調査 ヨウチ チョウサ ゲンセキ ヤマ チイ ワ サワ ホショウ セツメイ ヨウチ チョウサ

						⑤その他 タ		発注者支援等 ハッチュウシャ シエン トウ		約 ヤク		259.8				約 ヤク		499.1				約 ヤク				（		-499.1		）						技術審査、積算技術、技術資料、図面作成、資料作成、資材価格、ダム積算、共通経費 ギジュツ シンサ セキサン ギジュツ ギジュツ シリョウ ズメン サクセイ シリョウ サクセイ シザイ カカク セキサン キョウツウ ケイヒ

				用地費及び補償費 						約 ヤク		3,748.4				約 ヤク		5,500.0				約 ヤク		0.0		（		-5500.0		）

						①用地補償関係 ヨウチ ホショウ カンケイ		関西電力（株）等の特殊補償、用地補償 カンサイ デンリョク カブ トウ トクシュ ホショウ ヨウチ ホショウ		約 ヤク		3,039.3				約 ヤク		4,336.0				約 ヤク				（		-4336.0		）						特殊補償、用地補償 トクシュ ホショウ ヨウチ ホショウ

						②付替道路工事関係 ツ カ ドウロ コウジ カンケイ		国道418号、大西瑞浪線の付替道路工事 コクドウ ゴウ オオニシ ミズナミ セン ツ カ ドウロ コウジ		約 ヤク		709.1				約 ヤク		1,164.0				約 ヤク				（		-1164.0		）						6号上部工事、418整備工事、大西瑞浪整備工事 ゴウ ジョウブ コウジ セイビ コウジ オオニシ ミズナミ セイビ コウジ

				船舶及び機械器具費 						約 ヤク		48.0				約 ヤク		57.7				約 ヤク		0.0		（		-57.7		）

						①電気通信施設保守点検等 デンキ ツウシン シセツ ホシュ テンケン トウ		電気通信保守点検等 デンキ ツウシン ホシュ テンケン トウ		約 ヤク		48.0				約 ヤク		57.7				約 ヤク				（		-57.7		）

				事業車両費						約 ヤク		3.9				約 ヤク		4.6				約 ヤク		0.0		（		-4.6		）

						①車両管理関係 シャリョウ カンリ カンケイ		車両管理・点検等 シャリョウ カンリ テンケン トウ		約 ヤク		3.9				約 ヤク		4.6				約 ヤク				（		-4.6		）

				予算額  ヨサンガク				※工事諸費等除く コウジ ショヒ トウ ノゾ		約 ヤク		8,804.7				約 ヤク		12,037.9				約 ヤク		0.0		（		-12037.9		）



&10【機密性２】 
作成日_作成担当課_用途_保存期間




設楽ダム

		設楽ダム シタラ																										単位：百万円 タンイ ヒャクマン エン

										単位：百万円 タンイ ヒャクマン エン

				予算費目及び主な実施内容 ヨサン ヒモク オヨ オモ ジッシ ナイヨウ						当初 トウショ						変更 ヘンコウ										主な変更要因 オモ ヘンコウ ヨウイン

				工事費  〈H30最終額:約1,717.1〉 サイシュウ ガク ヤク						約 ヤク		3,547.8				約 ヤク		0.0		（		-3,547.8		）

						①施設維持等		光ケーブル保守点検、観測施設保守点検等		約 ヤク		10.6				約 ヤク				（		-10.6		）						維持、詰所 イジ ツ ショ

						②ダム本体関連 ホンタイ カンレン		本体工事（基礎掘削） ホンタイ コウジ キソ クッサク		約 ヤク		600.0				約 ヤク				（		-600.0		）						左岸頂部 サガン チョウブ

						③ダム本体付属関係 フゾク カンケイ		廃棄岩骨材運搬路、右岸天端進入路等 トウ		約 ヤク		2,885.0				約 ヤク				（		-2,885.0		）						廃棄岩、右岸天、松戸迂回路、地滑り ハイキ イワ ウガン テン マツド ウカイロ ジスベ

						④その他		工事監督支援等　		約 ヤク		52.2				約 ヤク				（		-52.2		）						監督支援、共通経費 カントク シエン キョウツウ ケイヒ

				測量設計費〈H30最終額:約1,978.3〉						約 ヤク		2,887.5				約 ヤク		0.0		（		-2,887.5		）

						①継続調査		流量・水質観測及びデータ整理、環境モニタリング調査等		約 ヤク		319.6				約 ヤク				（		-319.6		）						水理・水文、地下水、魚類、調査国債、湿地、系統保存 スイリ ミズ アヤ チカスイ ギョルイ チョウサ コクサイ シッチ ケイトウ ホゾン

						②ダム本体関係 カンケイ		地質解析、本体設計等		約 ヤク		1,178.0				約 ヤク				（		-1,178.0		）						地滑り、本体、管理設備 ジスベ ホンタイ カンリ セツビ

						③付替道路関係 カンケイ		瀬戸設楽線等の地質調査、設計		約 ヤク		425.0				約 ヤク				（		-425.0		）						根羽線県委託、瀬戸設楽地質・詳細、小松田口測量・地質・予備・県委託、町林道詳細 ネバ セン ケン イタク セトシタラ チシツ ショウサイ コマツ タグチ ソクリョウ チシツ ヨビ ケン イタク チョウ リンドウ ショウサイ

						④用地・建物調査		用地調査等 ヨウチ チョウサ トウ		約 ヤク		343.0				約 ヤク				（		-343.0		）						用意事務、瀬戸設楽用地調査、小松田口用地調査 ヨウイ ジム セトシタラ ヨウチ チョウサ コマツ タグチ ヨウチ チョウサ

						⑤埋蔵文化財調査		本発掘調査の出土品整理等		約 ヤク		162.0				約 ヤク				（		-162.0		）						埋文 マイブンブン

						⑥その他		発注者支援等 ハッチュウシャ シエン トウ		約 ヤク		459.9				約 ヤク				（		-459.9		）						本体積算、積算、技術審査、図面作成、資材価格、技術資料、説明会、共通経費 ホンタイ セキサン セキサン ギジュツ シンサ ズメン サクセイ シザイ カカク ギジュツ シリョウ セツメイカイ キョウツウ ケイヒ

				用地費及び補償費〈H30最終額:約2,478.2〉						約 ヤク		8,524.0				約 ヤク		0.0		（		-8,524.0		）

						①用地補償関係 カンケイ		用地補償、公共補償、特殊補償		約 ヤク		2,156.0				約 ヤク				（		-2,156.0		）						用補すべて ヨウ ホ

						②付替道路工事関係 カンケイ		設楽根羽線、瀬戸設楽線、国道257号等の付替道路工事 ツ カ ドウロ コウジ		約 ヤク		5,917.0				約 ヤク				（		-5,917.0		）						埋文、維持以外すべての補償工事費 マイブンブン イジ イガイ ホショウ コウジヒ

						③埋蔵文化財調査		発掘調査		約 ヤク		351.0				約 ヤク				（		-351.0		）						埋文 マイブンブン

						④その他 タ		取得用地の管理（除草工）等		約 ヤク		100.0				約 ヤク				（		-100.0		）						維持 イジ

				船舶及び機械器具費〈H30最終額:約52.0〉						約 ヤク		88.6				約 ヤク		0.0		（		-88.6		）

						①電気通信施設保守点検等		電気通信保守点検、多重無線設備製造等 デンキ ツウシン ホシュ テンケン タジュウ ムセン セツビ セイゾウ トウ		約 ヤク		88.6				約 ヤク				（		-88.6		）

				事業車両費〈H30最終額:約3.6〉						約 ヤク		10.4				約 ヤク		0.0		（		-10.4		）

						①車両管理関係 カンケイ		車両管理・点検等 シャリョウ カンリ テンケン トウ		約 ヤク		10.4				約 ヤク				（		-10.4		）

				予算額 〈H30最終額:約6,229.2〉 ヨサンガク				※工事諸費等除く コウジ ショヒ トウ ノゾ		約 ヤク		15,058.4				約 ヤク		0.0		（		-15,058.4		）



&10【機密性２】 
作成日_作成担当課_用途_保存期間




三峰川総合

		三峰川総合 ミブガワ ソウゴウ																										単位：百万円 タンイ ヒャクマン エン

										単位：百万円 タンイ ヒャクマン エン

				予算費目及び主な実施内容 ヨサン ヒモク オヨ オモ ジッシ ナイヨウ						当初 トウショ						変更 ヘンコウ										主な変更要因 オモ ヘンコウ ヨウイン

				工事費 〈H30最終額:約694.6〉						約 ヤク		805.9				約 ヤク		0.0		（		-805.904		）

						①施設維持等		機械・電気通信施設保守点検等 キカイ デンキ ツウシン シセツ		約 ヤク		5.6				約 ヤク				（		-5.6		）						維持、光熱費、借地 イジ コウネツヒ シャクチ

						②湖内堆砂対策施設関係 コナイ タイサ タイサク シセツ カンケイ		湖内堆砂対策施設関連工事 コナイ タイサ タイサク シセツ カンレン コウジ		約 ヤク		780.0				約 ヤク				（		-780		）						ダム費（監督支援除く） ヒ カントク シエン ノゾ

						③その他		工事監督支援等　		約 ヤク		20.3				約 ヤク				（		-20.304		）						監督支援、共通経費 カントク シエン キョウツウ ケイヒ

				測量設計費 〈H30最終額:約185.4〉						約 ヤク		116.7				約 ヤク		0.0		（		-116.71		）

						①継続調査		堆砂対策施設モニタリング、下流環境モニタリング タイサ タイサク シセツ カリュウ カンキョウ		約 ヤク		48.0				約 ヤク				（		-48		）						水質分析、影響事前調査 スイシツ ブンセキ エイキョウ ジゼン チョウサ

						②堆砂対策施設関係 タイサ タイサク シセツ カンケイ		モニタリング計画（運用後）検討等 ケイカク ウンヨウゴ ケントウ トウ		約 ヤク		18.0				約 ヤク				（		-18		）						下流影響検討 カリュウ エイキョウ ケントウ

						③その他		発注者支援等 ハッチュウシャ シエン トウ		約 ヤク		50.7				約 ヤク				（		-50.71		）						積算、技術資料、図面、共通経費 セキサン ギジュツ シリョウ ズメン キョウツウ ケイヒ

				用地費及び補償費 〈H30最終額:約0.0〉						約 ヤク		171.0				約 ヤク		0.0		（		-171		）

						①用地補償関係 カンケイ		利水容量の買い取り、工事期間中の水位低下に伴う減電補償 リスイ ヨウリョウ カ ト コウジ キカンチュウ スイイ テイカ トモナ ゲンデン ホショウ		約 ヤク		171.0				約 ヤク				（		-171		）

				船舶及び機械器具費 〈H30最終額:約11.0〉						約 ヤク		28.3				約 ヤク		0.0		（		-28.3		）

						①電気通信施設保守点検等		電気通信保守点検、観測機器設置等 デンキ ツウシン ホシュ テンケン カンソク キキ セッチ トウ		約 ヤク		28.3				約 ヤク				（		-28.3		）

				事業車両費 〈H30最終額:約5.5〉						約 ヤク		6.0				約 ヤク		0.0		（		-6.025		）

						①車両管理関係 カンケイ		車両管理・点検等 シャリョウ カンリ テンケン トウ		約 ヤク		6.0				約 ヤク				（		-6.025		）

				予算額 〈H30最終額:約896.5〉 ヨサンガク				※工事諸費等除く コウジ ショヒ トウ ノゾ		約 ヤク		1,127.9				約 ヤク		0.0		（		-1127.939		）



&10【機密性２】 
作成日_作成担当課_用途_保存期間




天ダム再編

		天ダム再編 テン サイヘン

										単位：百万円																		単位：百万円 タンイ ヒャクマン エン

				予算費目及び主な実施内容 ヨサン ヒモク オヨ オモ ジッシ ナイヨウ						当初 トウショ						変更 ヘンコウ				（		増減額		）		主な変更要因 オモ ヘンコウ ヨウイン

				工事費 〈H30最終額:約0.7〉						約 ヤク		1.0				約 ヤク		0.0		（		-1.0		）

						①その他 タ		佐久間詰所の借地料・光熱費等 トウ		約 ヤク		1.0				約 ヤク				（		-1.0		）		【減額】				借地、光熱費、、共通経費 シャクチ コウネツヒ キョウツウ ケイヒ

				測量設計費 〈H30最終額:約388.1〉						約 ヤク		398.9				約 ヤク		0.0		（		-398.9		）

						①継続調査 ケイゾク チョウサ		モニタリング調査、環境調査		約 ヤク		81.0				約 ヤク				（		-81.0		）		【減額】				モニタリング調査、環境調査、置土観測・分析 チョウサ カンキョウ チョウサ オ ツチ カンソク ブンセキ

						②用地・建物調査 ヨウチ タテモノ チョウサ		用地調査 ヨウチ チョウサ		約 ヤク		30.0				約 ヤク				（		-30.0		）		【減額】				斜面対策用地調査 シャメン タイサク ヨウチ チョウサ

						③洪水調節関係 コウズイ チョウセツ カンケイ		事業計画検討、斜面対策設計 ジギョウ ケイカク ケントウ シャメン タイサク セッケイ		約 ヤク		34.0				約 ヤク				（		-34.0		）		【減額】				置土観測・分析、斜面対策検討 シャメン タイサク ケントウ

						④堆砂対策関係 タイサ タイサク カンケイ		排砂方法及び施設配置検討		約 ヤク		35.0				約 ヤク				（		-35.0		）		【減額】				堆砂対策施設検討 タイシャ タイサク シセツ ケントウ

								置土実験 オ ド ジッケン		約 ヤク		200.0				約 ヤク				（		-200.0		）		【減額】				置土実験 オ ツチ ジッケン

						⑤その他 タ		発注者支援等 トウ		約 ヤク		18.9				約 ヤク				（		-18.9		）		【減額】				発注者支援、共通経費 ハッチュウシャ シエン キョウツウ ケイヒ

				用地費及び補償費 〈H30最終額:約0.0〉								0.0						0.0		（		0.0		）

				船舶及び機械器具費 〈H30最終額:約12.4〉						約 ヤク		10.2				約 ヤク		0.0		（		-10.2		）

						①電気通信設備保守点検等		電気通信保守点検等 デンキ ツウシン ホシュ テンケン トウ		約 ヤク		10.2				約 ヤク				（		-10.2		）		【減額】

				事業車両費 〈H30最終額:約0.0〉								0.0						0.0		（		0.0		）

				予算額 〈H30最終額:約401.2〉 ヨサンガク				※工事諸費等除く コウジ ショヒ トウ ノゾ		約 ヤク		410.1				約 ヤク		0.0		（		-410.1		）
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２）事業実施箇所
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付替県道井尻八百津線
L=約1km

大久後

丸 山

下 立

潮 南

飯 地

川 平

日 吉

小和沢

綱 木

井 尻

付替国道４１８号 L=約１３ｋｍ

県道井尻八百津線

付替県道

大西瑞浪線
L=約1km

工事用道路

八百津久田見線
(L=4km)

転流工工事

現国道４１８号

資材搬入路

L=約11km

付替国道418号道路建設工事

口杣沢

御嵩町

工事用道路

L=約4.9km

付替県道大西瑞浪線工事

原石山５号橋工事
6号橋上部工事

8号橋下部工事

工事用道路工事
本体工事

旧管理所撤去

管理設備
（受変電） 仮

設
備

〈
原
石
山

骨
材
ヤ
ー
ド
〉

場内工事用道路工事

交差点改良工事

流木止め設備工事

※橋梁名については仮称
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付替延長15,420m

八百津～潮南
L=9,100m
3種3級　設計速度50km/h

潮南～烏帽子
L=6,320m
3種3級　設計速度40･30km/h

アロケについて

八百津～潮南

潮南～烏帽子
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				ダム側(国) ガワクニ		道路側(県) ドウロガワケン

		土工区間 ドコウクカン		6.25/10		3.75/10

		1号橋 ゴウハシ		7.67/10		2.33/10

		2号橋 ゴウハシ		8.8/10		1.2/10

		3号橋 ゴウハシ		8.94/10		1.06/10

		1号トンネル ゴウ		7.93/10		2.07/10

		4号橋 ゴウハシ		8.02/10		1.98/10

		5号橋（新旅足橋) ゴウハシシンタビアシバシ		9.03/10		0.97/10

		2号トンネル ゴウ		7.88/10		2.12/10

				凡　例 ボンレイ

						R1迄実施 マデジッシ

						R2施工箇所 セコウカショ

						R3以降実施 イコウジッシ

						付け替え対象道路 ツカタイショウドウロ
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横断定規図
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横断定規図（歩道あり） 横断定規図（歩道なし）


歩道


750 5002500 750 750


（切土部） （盛土部） （切土部） （盛土部）


歩道


500 5002500 500 500


250 250 250 250


土工区間


橋梁区間


30003000


9750


1.50%1.50%


9500


30003000


1.50%1.50%


土工区間


7500


30003000


1.50%1.50%


橋梁区間


7000


30003000


1.50%1.50%




ダム側(国)道路側(県)


土工区間6.25/103.75/10


1号橋7.67/102.33/10


2号橋8.8/101.2/10


3号橋8.94/101.06/10


1号トンネル7.93/102.07/10


4号橋8.02/101.98/10


5号橋（新旅足橋)9.03/100.97/10


2号トンネル7.88/102.12/10






３）個別説明

R1迄完了

R2実施

R3以降実施

凡　　例

（１）転流工関係 工事費
ダム本体施工時に施工現場を浸水させないため流水を迂回させる転流工をＨ２８年度から鋭意実施中。

17

呑口部の止水の絵

当初（百万円） 実施内容

約2100.0 転流工呑口部の掘削、仮締切工を実施する。

▽常時満水位
179.8m

▼呑口
標高

165.4m
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						凡　　例 ボンレイ

								R1迄完了 マデカンリョウ

								R2実施 ジッシ

								R3以降実施 イコウジッシ







３）個別説明

（２）ダム本体関係 工事費

18

当初（百万円） 実施内容

約1,950.0 ダム本体工事の掘削を実施する。

BIM/CIMによる３次元モデル

ダム上流側から断面図

右岸 左岸



３）個別説明

（３）ダム本体関係 測量設計費

当初（百万円） 実施内容

約710.0
ダム本体コンクリート打設に向けて施工方法の検討、水没地の地すべり調査及び対策工設計等を実施。
地すべり調査は、対策工要否判定のため残り２ブロックの地質調査を実施。また、地すべり対策工が必要
とされた２ブロックの地すべり対策詳細設計を実施。

19

SR-1
SL-1

NL-3

SL-2

NR-2

SL-4

SR-5
SR-6

NR-3

DR-7

丸山ダム

新丸山ダム

新丸山ダム

・施工計画

・CIM作成

地すべり対策詳細設計 Ｒ２ 地すべり対策詳細設計

Ｒ３以降 地すべり対策詳細設計（予定）

Ｒ２ 地質調査箇所

Ｒ１迄 地質調査箇所

R1迄完了

R2実施

R3以降実施

凡　　例

SR-4
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						凡　　例 ボンレイ

								R1迄完了 マデカンリョウ

								R2実施 ジッシ

								R3以降実施 イコウジッシ







丸山ダム

丸山発電所

笠置発電所

３）個別説明

丸山発電所補償工事イメージ

（４）用地補償関係 用地費及び補償費

当初（百万円） 実施内容

約4,336.0 新丸山ダム建設に伴うダム水位上昇の影響を受ける丸山発電所、笠置発電所について機能回復補償を実施。
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潮南

飯地

工事用道路

付替県道大西瑞浪線

付 替 国 道 ４ １ ８ 号

供用区間 L=9,200m
未供用区間
L=3,547m

八百津町

恵那市

付 替 国 道 ４ １ ８ 号

十日神楽

6号橋

7号橋

8号橋

３）個別説明

R1迄完了

R2実施

R3以降実施

凡　　例

（５）付替道路工事関係 用地費及び補償費

当初（百万円） 実施内容

約1,164.0
付替国道418号においては工事に必要な用地補償及び土工部・橋梁部の継続工事を実施。
大西瑞浪線は新五月橋の着手に向けて進入路を整備。

新丸山ダム建設に伴い現国道４１８号および県道大西瑞浪線五月橋の機能補償として、付替国道４１８号の潮南以東の未供用区間お
よび付替県道大西瑞浪線を継続して整備中。

21
※橋梁名については仮称


Sheet3

		

						凡　　例 ボンレイ

								R1迄完了 マデカンリョウ

								R2実施 ジッシ

								R3以降実施 イコウジッシ







■コスト縮減内容

原石山の廃棄岩を減らすため採取計画を見直した結果、歩留率が向上し、廃棄岩量が減少した

■コスト縮減額

歩留率の向上により約２割のコスト縮減

４．コスト縮減

原石山骨材採取計画

22

当初 骨材採取範囲

変更 骨材採取範囲

変更
必要骨材量 120万ｍ3
必要原石山掘削量 188万ｍ3
歩留率 67%
廃棄岩量 68万ｍ3

当初
必要骨材量 120万ｍ3
必要原石山掘削量 202万ｍ3
歩留率 62%
廃棄岩量 82万ｍ3


Sheet3

								変更 ヘンコウ

						必要骨材量 ヒツヨウコツザイリョウ		120万ｍ3 マン

						必要原石山掘削量 ヒツヨウゲンセキヤマクッサクリョウ		188万ｍ3 マン

						歩留率 ブドリツ		67%

						廃棄岩量 ハイキガンリョウ		68万ｍ3 マン

						廃棄岩運搬費 ハイキガンウンパンヒ		3400百万円 ヒャクマンエン






Sheet3

								当初 トウショ

						必要骨材量 ヒツヨウコツザイリョウ		120万ｍ3 マン

						必要原石山掘削量 ヒツヨウゲンセキヤマクッサクリョウ		202万ｍ3 マン

						歩留率 ブドリツ		62%

						廃棄岩量 ハイキガンリョウ		82万ｍ3 マン

						廃棄岩運搬費 ハイキガンウンパンヒ		4100百万円 ヒャクマンエン







検討後
ｲﾒｰｼﾞ

現状
ｲﾒｰｼﾞ

ダムの容量が確保され、
洪水調節ができる

ダムの容量が
満杯となり洪水調節が

できなくなる

放流施設増強ｲﾒｰｼﾞ

 令和2年7月、社会資本整備審議会より、答申として、「気候変動を踏まえた水災害対策のあり方」がとりまとめられ、ダム事業に
おいても今後、答申を踏まえた対処が必要となる。答申では、気候変動の影響を設計基準等への反映により手戻りのない対策
を促進することとされた。

 新丸山ダムでは、気候変動によりダムへの流入量が増加した場合でも洪水調節容量を有効に活用するため、現在施工中の転
流工を将来、改良することで放流施設として活用することが可能であるかを検討しているところ。

 なお、将来の活用が有効となった場合には手戻りがない施設整備を行っていく必要がある。

４．コスト縮減
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○丸山ダム管理所新庁舎の開所式を開催。

○天皇陛下（現上皇）御在位三十年記念のダムカードを平成３１年２月より配布。

○地域振興として、丸山ダムのコンクリートを景品にした『新丸山ダムスタンプラリー』を開催。

５．新丸山ダムにおける取り組み

■新しいダムカードの配布

・平成２９年４月より新丸山ダム版ダムカードを配布。
・平成３１年２月より期間限定で天皇陛下（現上皇）御在位三十
年記念カードを配布
※記念カードの配布は現在、終了しています。

限定版通常版

■「見守りコンクリート」スタンプラリーを開催

・丸山ダムを60年以上にわたって見守っ
てきたコンクリート擁壁のかけらを「見守
りコンクリート」として小瓶に詰めて参加
者に配布。
・あわせて、水圧鉄管のかけらや丸山ダ
ムレトロカード（全5種）がもらえるくじ引き
を企画。
・岐阜県内外より多くの方がお見えになり、
用意した景品300個はわずか10日でなく
なったため、予定よりも早く終了

イベント広告

■丸山ダム管理所 新庁舎開所式
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【見守りコンクリート】

日 時：令和２年２月３日（土） 10:00～11:00
会 場：岐阜県加茂郡八百津町 丸山ダム管理所
主 催：中部地方整備局 丸山ダム管理所
出 席 者：金子衆議院議員

御嵩町長、八百津町長、美濃加茂市長、
中部地方整備局長 ほか




